
課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

全国「みどりの愛護」のつどい開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 土木部 課名 都市計画課 増田　幹雄

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金 R2

事業主体 県、実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 ― 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 ふるさとの暮らしと風景の維持

［事業目的］

全国「みどりの愛護」のつどいを福井県で開催することにより、都市緑化の意識高揚を図り、県下全域で花や緑があふれる美しいまちづくりを推進する。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 安心を高める（地域力）
関連する県の計画等 〔

第31回「みどりの愛護」のつどいを本県において開催
　　開 催 日      令和2年5月16日
　　開催場所　　　福井県福井運動公園
　　行事内容　　　式典、みどりの愛護功労者表彰、記念植樹等
　

［受益者］ 県民、来県者等 ［想定される受益者数］ 不特定多数

前事業の有無・実績 市町との連携状況 実行委員会委員を福井市長とし、国・福井市と共同で開催

事業名

・宮内庁や国土交通省との協議
・式典の運営計画や輸送計画の作成
・会場における記念植樹用樹木の購入　等

・「みどりの愛護」のつどい開催会場の設営、運営
・案内状の印刷、発送
・知事表彰記念品等の準備

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和２年度の変更点

要求資料様式１
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課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 2 年

３０年度 令和元年度 ２年度

4,960 39,930

4,960

［成果指標等の推移］

３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度

(1,500)

□ 無

■ 有

そ の 他

全国「みどりの愛護」のつどい開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 　内 部局名 土木部 課名 都市計画課 増田　幹雄

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金 R2

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

事業主体 県、実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移
・「みどりの愛護」のつどい開催会場の設営、運営
・案内状の印刷、発送
・知事表彰記念品等の準備

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

39,930 39,930

成果指標 参加者数
(目標) 全国「みどりの愛護」のつどいについて、確実かつ円滑に開催し、約1,500人が参加する当

該事業開催に万全を期す。
実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ４年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

○Ｈ２９年度
　石川県
○Ｈ３０年度
　滋賀県
○R元年度
　鳥取県

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

人事企画課
　福井県行啓本部として準備を進める
県警本部
　警衛警備実施本部として準備を進める

活動指標
(目標) 令和２年度は、会場設営、式典運営、参加者輸送等を滞りなく行い全国「みどりの愛護」

のつどいを成功させる。
実績
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課長名

■ □ S46 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 50 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

福井駅西口市街地再開発支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 土木部 課名 都市計画課 増田　幹雄

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

事業主体 福井市
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県１／６（国１／３、市町１／６） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 １００年に一度のまちづくり

［事業目的］

低層の建築物が密着した市街地を不燃化、高度利用化し、都市機能の更新を図る。

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 楽しみを広げる（想像力）
関連する県の計画等 〔 県都デザイン戦略、福井県高速交通開通アクション・プログラム

　〇福井駅前電車通り北地区A街区に対する支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇福井駅前南通り地区に対する支援
　
　　市街地再開発組合が解体工事、補償、建築工事等を行うことに対する補助　　　　　　　　市街地再開発（準備）組合が、事業計画の作成、地盤調査、建築設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等を行うことに対する補助

［受益者］ 県民、来県者等 ［想定される受益者数］ 不特定多数

前事業の有無・実績 市町との連携状況
福井市が再開発（準備）組合に対して主体的に働きかけ、都市の
健全な発展に資する事業について県も支援を行う。

事業名

・福井駅前電車通り北地区の再開発準備組合について事業計画の
　作成等について福井市を通じて支援を行った。
・福井駅前南通り地区の再開発準備組合に対し、推進計画の作成
　について福井市を通じて支援を行った。

・事業計画を作成した福井駅前電車通り北地区再開発組
　合に対し、補償、建築工事等に支援を行う。
・福井駅前南通り地区については、事業計画作成、建築
　設計等に支援を行う。

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和２年度の変更点

要求資料様式１
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課長名

■ □ S46 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 50 年

３０年度 令和元年度 ２年度

2,750 51,889 1,423,197

1,650 170,729

1,650

［成果指標等の推移］

３０年度 ・・・ 令和５年度

■ 無

□ 有

そ の 他

福井駅西口市街地再開発支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 土木部 課名 都市計画課 増田　幹雄

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率 県１／６（国１／３、市町１／６） 法 定 受 託 事 務

事業主体 福井市
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移
・事業計画を作成した福井駅前電車通り北地区（A街区）再開発組合に対し、補償、建築工
　事等に支援を行う。
・福井駅前南通り地区については、事業計画作成、建築設計等に支援を行う。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

公共事業等債

予算額 （単位：千円）

区　　　　　　分 実績等を踏まえた２年度の変更点

予算額

1,423,197 1,423,000 197

成果指標
①歩行者・自転車通行量（目標令和5年度末：37,000人）
②中心市街地居住人口（目標令和5年度末：4,600人）

前年度までの
主な増減理由

市街地再開発事業の進捗に伴う増減
　
平成29年度:福井駅前電車通り北地区が、基本計画を作成することに対する補助
平成30年度:福井駅前南通り地区が、基本計画を作成することに対する補助
令和元年度:福井駅前電車通り北地区が、事業計画を作成および建築設計等を行うことに対する補助
　　　　 　福井駅前南通り地区が、推進計画を作成することに対する補助
　

区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

（現状）
32,334人
4,107人

①
②

37,000人
4,600人

他県の状況
石川県、富山県
　同スキームでの補助金制度あり

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標) 福井駅前電車通り北地区は補償、解体工事を行い、建築工事への着手を目指す

福井駅前南通り地区は事業計画の作成、地盤調査、建築設計等への着手を目指す
実績
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